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　き目

　険保　」L　号
　料険　にを　）
　を者　改加　の
　滅が　めえ
　先生　’’　部
　す活　同同　を
　るに　項一項　次
　　。困　　をを　　の
　　窮　　同同　よ
　　し　条条　　う
　　て　第第一　に
　　い　三四　改



資料

　　　　　　　　31
由記前はにて法域
を蔵前特よはに免第
証し月別り納よを…
明たの徴保期り受項
す申十収険限保け又
る請五対料前険よは
著書目象を七料う第
類にま年徴日をと二
を減で金収ま徴す項
添免に給さで取るの
付を’付れにさ者規
し受次ので’れは定
てけに支い特で’に
’よ掲払る刷い苦よ
区うげに者徴る通り
長一とる係に収音徴保
にす掌るつのに収険
提る項月い方つの料
品理をのて渋い方の
　　　　　　　　21
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記し月別り納よを項
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提る項月い方つの料
品理をのて渋い方の
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　　　41
し合減
なに免第一　徴納
けおを一減収期減
れい受項免対限免
ばてけ又を象又を
なはたは必年は受
ら・者第要金当け
な直は二と給該よ
い　　、　す付　　。。ち　項　　保つ　　　　るの　にその　　険と　　　　理支　その規出払料す
　の理定　　　のる　　　　　に旨由に

をがよ
区消り
長城保
にし険
申た料
音場の
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　るそ
　者の
　の属
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　名る
　及世
　び帯
　住の
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